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(57)【要約】
高脂血症を治療するための薬物組成物及びその調製方法であって、前記薬物組成物はクロロゲン酸、ビタ 
ミン、薬学的に許容可能な補助材料及び任意の微量元素を含み、該高脂血症を治療するための薬物組成物 
は、血清総コレステロール及び血清トリグリセリドを低下させ、高比重リポタンパク含有量を向上させる 
優れた効果を有するとともに、薬物組成物の成分が明確であり、構成がシンプルであり、安全で副作用が 
ないため、高脂血症の臨床治療に広く応用することができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 、 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 補 助 材 料 及 び 任 意 の 微 量 元 素 を 含 む こ と  
を 特 徴 と す る 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量  
元 素 の み を 活 性 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め  
の 薬 物 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ビ タ ミ ン が ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ ２ 又 は そ れ ら の  
組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ 、 好 ま し く は 、 前 記 ビ タ ミ ン が ビ タ ミ ン Ｃ か ら 選 択 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 微 量 元 素 が 亜 鉛 、 マ ン ガ ン 、 セ レ ン 、 ク ロ ム 、 銅 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 選 択  
さ れ 、 好 ま し く は 、 前 記 微 量 元 素 が グ ル コ ン 酸 亜 鉛 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン 、 塩 化 ク ロ ム 、  
グ ル コ ン 酸 銅 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 微 量 元 素 が グ  
ル コ ン 酸 マ ン ガ ン か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 高 脂 血 症 を  
治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 重 量 比 が １ ０ ０ ： １ ～ ５ ： ０ ． ０ １  
～ ０ ． ０ ５ で あ り 、 好 ま し く は 、 前 記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 重 量  
比 が １ ０ ０ ： ２ ～ ４ ： ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ０ ４ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、  
ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 重 量 比 が １ ０ ０ ： ３ ： ０ ． ０ ３ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 、 消 化 管 又 は 消 化 管 以 外 の 経 路 を 介 し て 投  
与 さ れ 、 好 ま し く は 、 消 化 管 を 介 し て 投 与 さ れ る 薬 物 剤 形 が 錠 剤 、 カ プ セ ル 、 顆 粒 剤 、 内  
服 液 を 含 み 、 消 化 管 以 外 の 経 路 を 介 し て 投 与 さ れ る 薬 物 剤 形 が 注 射 液 、 輸 液 、 凍 結 乾 燥 粉  
末 注 射 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬  
物 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 各 原 料 を 秤 量 す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
　 当 分 野 の 通 常 の 方 法 に 従 っ て 、 消 化 管 又 は 消 化 管 以 外 の 経 路 を 介 し て 投 与 す る た め の 薬  
物 剤 形 に 調 製 す る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め  
の 薬 物 組 成 物 の 調 製 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 組 み 合 わ せ の 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め  
の 薬 物 組 成 物 の 調 製 に お け る 使 用 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ビ タ ミ ン が 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ ２ 又 は そ れ ら  
の 組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ 、 前 記 微 量 元 素 が 、 亜 鉛 、 マ ン ガ ン 、 セ レ ン 、 ク ロ ム 、 銅 又 は  
そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 重 量 比 が 、 １ ０ ０ ： １ ～ ５ ： ０ ． ０  
１ ～ ０ ． ０ ５ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 薬 物 の 分 野 に 属 し 、 具 体 的 に は 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 及 び そ の  
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調 製 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 脂 血 症 （ Ｈ ｙ ｐ ｅ ｒ ｌ ｉ ｐ ｏ ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｉ ｎ ｅ ｍ ｉ ａ ） と は 、 血 漿 中 の コ レ ス テ ロ ー  
ル 及 び ト リ グ リ セ リ ド の レ ベ ル の 上 昇 、 高 比 重 リ ポ タ ン パ ク 含 有 量 の 低 下 で あ り 、 ア テ ロ  
ー ム 性 動 脈 硬 化 、 冠 状 動 脈 性 心 疾 患 、 高 血 圧 、 糖 尿 病 、 脳 卒 中 等 の 病 気 を 引 き 起 こ す 重 要  
な 要 因 の 一 つ で あ る 。 現 在 、 国 内 外 に お い て 、 高 脂 血 症 に 対 す る 統 一 さ れ た 診 断 基 準 は ま  
だ な く 、 一 般 的 に は 血 漿 中 の 総 コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 ＞ ５ ． １ ７ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ （ ２ ０ ０ ｍ ｇ  
／ ｄ ｌ ） の 場 合 に 高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 症 と 診 断 で き 、 血 漿 中 の ト リ グ リ セ リ ド 濃 度 ＞ ２ ．  
３ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ （ ２ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｄ ｌ ） の 場 合 に 高 ト リ グ リ セ リ ド 血 症 と 診 断 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 高 脂 血 症 は 、 原 発 性 高 脂 血 症 と 続 発 性 高 脂 血 症 の ２ つ に 分 類 す る こ と が で き る 。 原 発 性  
高 脂 血 症 は 、 脂 質 及 び リ ポ タ ン パ ク の 代 謝 の 先 天 的 欠 陥 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ 、 続 発 性 高  
脂 血 症 は 、 例 え ば 糖 尿 病 、 高 血 圧 、 肝 疾 患 、 腎 疾 患 、 甲 状 腺 疾 患 、 な ら び に 飲 酒 、 喫 煙 、  
高 脂 肪 食 等 の 代 謝 障 害 に 続 い て 発 症 す る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 現 在 の 高 脂 血 症 の 治 療 方 法 に は 、 一 般 に 体 重 コ ン ト ー ル 、 運 動 、 禁 煙 、 食 事 療 法 等 の 方  
法 に よ っ て 高 脂 血 症 を 治 療 す る 非 薬 物 療 法 と 、 血 清 総 コ レ ス テ ロ ー ル 及 び 低 比 重 リ ポ タ ン  
パ ク の レ ベ ル を 低 下 さ せ る ス タ チ ン 系 薬 物 又 は 血 清 中 の ト リ グ リ セ リ ド の レ ベ ル を 低 下 さ  
せ る フ ィ ブ ラ ー ト 及 び ナ イ ア シ ン 等 の 薬 物 の 投 与 を 含 む 薬 物 療 法 と が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 は 、 植 物 が 好 気 呼 吸 を 行 う 過 程 に お い て 、 ペ ン ト ー ス リ ン 酸 経 路 の 中 間 生  
成 物 に よ っ て 合 成 さ れ る フ ェ ニ ル プ ロ パ ノ イ ド 系 物 質 で あ り 、 そ の 抽 出 技 術 は 成 熟 し て お  
り 、 少 量 を 合 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ク ロ ロ ゲ ン 酸 は 既 に 食 品 、 健 康 食 品 、 化 粧 品 及 び  
医 薬 品 等 の 複 数 の 分 野 に お い て 開 発 ・ 応 用 さ れ て い る 。 現 在 の 研 究 結 果 は 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸  
が 心 血 管 の 保 護 、 抗 酸 化 、 抗 紫 外 線 、 抗 放 射 線 、 抗 癌 、 抗 菌 、 抗 ウ イ ル ス 、 免 疫 調 節 及 び  
代 謝 異 常 の 治 療 等 の 様 々 な 薬 理 作 用 を 有 す る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 研 究 は 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ビ タ ミ ン Ｃ の よ う な ビ タ ミ ン や 、 亜 鉛 、 銅 、 マ ン ガ ン 、 鉄  
、 ク ロ ム 、 セ レ ン 、 カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 等 の よ う な 微 量 元 素 が い ず れ も 脂 質 代 謝 に  
関 係 す る こ と を 示 し て お り 、 ま た 、 こ れ を 基 に 、 微 量 元 素 の 補 給 に よ っ て 脂 質 代 謝 レ ベ ル  
を 調 節 す る と い う 提 案 を し て い る 学 者 も い る 。 し か し 、 ビ タ ミ ン 及 び 微 量 元 素 の 血 中 脂 質  
に 対 す る 調 節 効 果 は い ま だ 明 確 で は な く 、 し か も ビ タ ミ ン や 微 量 元 素 の 過 剰 な 補 給 は 様 々  
な 健 康 問 題 を 引 き 起 こ す こ と か ら 、 ビ タ ミ ン 及 び 微 量 元 素 の 補 給 に よ り 高 脂 血 症 を 治 療 す  
る と い う 臨 床 報 告 は ま だ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 高 脂 血 症 に 対 し 優 れ た 治 療 効 果 を 有 す る 薬 物 組 成 物 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 及 び そ の 調 製 方 法 と 使 用 を 提 供  
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 態 様 で は 、 本 発 明 は ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 、 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 補 助 材 料 及 び 任 意  
の 微 量 元 素 を 含 む 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ビ タ ミ ン が ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ ２  
又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 ビ タ ミ ン が ビ タ ミ ン Ｃ か ら  
選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 微 量 元 素 が 亜 鉛 、 マ ン ガ ン 、 セ レ ン 、 ク ロ ム 、 銅 又 は そ れ ら の 組 み 合  
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わ せ か ら 選 択 さ れ 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 微 量 元 素 が グ ル コ ン 酸 亜 鉛 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ  
ン 、 塩 化 ク ロ ム 、 グ ル コ ン 酸 銅 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ 、 最 も 好 ま し く は 、  
前 記 微 量 元 素 が グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 補 助 材 料 が 充 填 剤 、 結 合 剤 、 崩 壊 剤 、 潤 滑 剤 、 溶  
媒 、 酸 化 防 止 剤 、 足 場 剤 等 か ら 選 択 さ れ 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 酸 化 防 止 剤 が 亜 硫 酸 水 素  
ナ ト リ ウ ム 、 ピ ロ 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 Ｌ － シ ス テ イ ン 塩 酸 塩 の う ち の １ 種 又 は ２ 種 以 上 の  
混 合 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 足 場 剤 が ス ク ロ ー ス 、 マ ン ニ ト ー ル 、 グ ル コ ー ス 、 ラ ク ト ー ス 、  
ト レ ハ ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル デ ン プ ン 、 デ キ ス ト ラ ン ２ ０ 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 Ｐ Ｅ Ｇ １  
０ ０ ０ 、 グ リ セ ロ ー ル 、 グ リ シ ン 、 １ ， ２ － プ ロ パ ン ジ オ ー ル の う ち の １ 種 又 は ２ 種 以 上  
の 混 合 か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及  
び 任 意 の 微 量 元 素 の み を 活 性 成 分 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 重 量 比 が １ ０ ０ ： １ ～  
５ ： ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意  
の 微 量 元 素 の 重 量 比 が １ ０ ０ ： ２ ～ ４ ： ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ０ ４ で あ り 、 最 も 好 ま し く は 、 前  
記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 重 量 比 が １ ０ ０ ： ３ ： ０ ． ０ ３ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 、 消 化 管 又 は 消 化 管 以 外 の 経 路  
を 介 し て 投 与 す る こ と が で き 、 よ り 好 ま し く は 、 本 発 明 に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め  
の 薬 物 組 成 物 が 、 消 化 管 以 外 の 経 路 を 介 し て 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 、 消 化 管 を 介 し て  
投 与 可 能 な 薬 物 剤 形 が 錠 剤 、 カ プ セ ル 、 顆 粒 剤 、 内 服 液 等 を 含 み 、 消 化 管 以 外 の 経 路 を 介  
し て 投 与 可 能 な 薬 物 剤 形 が 注 射 液 、 輸 液 、 凍 結 乾 燥 粉 末 注 射 剤 等 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 別 の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 の 調 製 方 法 を 提  
供 し 、 該 調 製 方 法 は 、
　 各 原 料 を 秤 量 す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
　 当 分 野 の 通 常 の 方 法 に 従 っ て 、 消 化 管 又 は 消 化 管 以 外 の 経 路 を 介 し て 投 与 す る た め の 薬  
物 剤 形 に 調 製 す る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 注 射 液 の 調 製 方 法 を 提 供 し 、 該 調 製  
方 法 は 、
　 各 原 料 を 秤 量 す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
　 注 射 用 水 を 準 備 し 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 酸 化 防 止 剤 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 を 順 に 加  
え 、 撹 拌 し て 十 分 に 溶 解 さ せ 、 定 容 し 、 ｐ Ｈ を ２ ～ ５ に 制 御 し 、 活 性 炭 を 加 え 、 ２ ０ ～ ４  
０ 分 間 撹 拌 し た 後 に 活 性 炭 を 濾 過 に よ り 除 去 し 、 さ ら に ０ ． ２ ２ ｕ ｍ の 親 水 性 微 孔 濾 過 膜  
で 濾 液 が 清 澄 に な る ま で 精 密 濾 過 し 、 無 菌 充 填 し て 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 注 射 液 を  
得 る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 凍 結 乾 燥 粉 末 注 射 剤 の 調 製 方 法 を 提 供 し 、 該 調 製  
方 法 は 、
　 各 原 料 を 秤 量 す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
　 注 射 用 水 を 準 備 し 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 酸 化 防 止 剤 、 足 場 剤 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素  
を 順 に 加 え 、 撹 拌 し て 十 分 に 溶 解 さ せ 、 定 容 し 、 ｐ Ｈ を ２ ～ ５ に 制 御 し 、 活 性 炭 を 加 え 、  
２ ０ ～ ４ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 に 活 性 炭 を 濾 過 に よ り 除 去 し 、 さ ら に ０ ． ２ ２ ｕ ｍ の 親 水 性 微  
孔 濾 過 膜 で 濾 液 が 清 澄 に な る ま で 精 密 濾 過 し 、 無 菌 充 填 し 、 凍 結 乾 燥 さ せ て 、 高 脂 血 症 を  
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治 療 す る た め の 凍 結 乾 燥 粉 末 注 射 剤 を 得 る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 錠 剤 の 調 製 方 法 を 提 供 し 、 該 調 製 方 法 は 、
　 各 原 料 を 秤 量 す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 、 任 意 の 微 量 元 素 及 び 充 填 剤 、 崩 壊 剤 を ６ ０ ～ １ ０ ０ メ ッ シ ュ  
の 篩 に か け た 後 、 均 一 に 混 合 し 、 適 量 の 結 合 剤 を 用 い て 軟 質 材 料 を 調 製 し 、 １ ４ メ ッ シ ュ  
の 篩 に か け て 造 粒 し た 後 に 乾 燥 さ せ 、 １ ２ メ ッ シ ュ の 篩 に か け て 整 粒 し 、 潤 滑 剤 を 加 え た  
後 に 均 一 に 混 合 し 打 錠 し て 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 錠 剤 を 得 る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、 を  
含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 別 の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 組 み 合 わ  
せ の 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 の 調 製 に お け る 使 用 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ビ タ ミ ン が ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ ２  
又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 ビ タ ミ ン が ビ タ ミ ン Ｃ か ら  
選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 微 量 元 素 が 亜 鉛 、 マ ン ガ ン 、 セ レ ン 、 ク ロ ム 、 銅 等 か ら 選 択 さ れ 、 よ  
り 好 ま し く は 、 前 記 微 量 元 素 が グ ル コ ン 酸 亜 鉛 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン 、 塩 化 ク ロ ム 、 グ ル  
コ ン 酸 銅 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ 、 最 も 好 ま し く は 、 前 記 微 量 元 素 が グ ル コ  
ン 酸 マ ン ガ ン か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 補 助 材 料 が 充 填 剤 、 結 合 剤 、 崩 壊 剤 、 潤 滑 剤 、 溶  
媒 、 酸 化 防 止 剤 、 足 場 剤 等 か ら 選 択 さ れ 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 酸 化 防 止 剤 が 亜 硫 酸 水 素  
ナ ト リ ウ ム 、 ピ ロ 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 Ｌ － シ ス テ イ ン 塩 酸 塩 の う ち の １ 種 又 は ２ 種 以 上 の  
混 合 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 足 場 剤 が ス ク ロ ー ス 、 マ ン ニ ト ー ル 、 グ ル コ ー ス 、 ラ ク ト ー ス 、  
ト レ ハ ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル デ ン プ ン 、 デ キ ス ト ラ ン ２ ０ 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 Ｐ Ｅ Ｇ １  
０ ０ ０ 、 グ リ セ ロ ー ル 、 グ リ シ ン 、 １ ， ２ － プ ロ パ ン ジ オ ー ル の う ち の １ 種 又 は ２ 種 以 上  
の 混 合 か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及  
び 任 意 の 微 量 元 素 の み を 活 性 成 分 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 重 量 比 が １ ０ ０ ： １ ～  
５ ： ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 前 記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意  
の 微 量 元 素 の 重 量 比 が １ ０ ０ ： ２ ～ ４ ： ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ０ ４ で あ り 、 最 も 好 ま し く は 、 前  
記 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 の 重 量 比 が １ ０ ０ ： ３ ： ０ ． ０ ３ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 、 消 化 管 又 は 消 化 管 以 外 の 経 路  
を 介 し て 投 与 す る こ と が で き 、 よ り 好 ま し く は 、 本 発 明 に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め  
の 薬 物 組 成 物 が 、 消 化 管 以 外 の 経 路 を 介 し て 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 記 載 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 、 消 化 管 を 介 し て  
投 与 可 能 な 薬 物 剤 形 が 錠 剤 、 カ プ セ ル 、 顆 粒 剤 、 内 服 液 等 を 含 み 、 消 化 管 以 外 の 経 路 を 介  
し て 投 与 可 能 な 薬 物 剤 形 が 注 射 液 、 輸 液 、 凍 結 乾 燥 粉 末 注 射 剤 等 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 は 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン 及 び 任 意 の 微 量 元 素 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、  
高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 優 れ た 薬 物 組 成 物 を 得 る も の で あ り 、 特 に ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 ビ タ  
ミ ン Ｃ 及 び グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン の 組 み 合 わ せ の 効 果 が 最 も 優 れ 、 血 清 総 コ レ ス テ ロ ー ル 及  
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び 血 清 ト リ グ リ セ リ ド の レ ベ ル を 著 し く 低 下 さ せ 、 高 比 重 リ ポ タ ン パ ク 質 の 含 有 量 を 向 上  
さ せ る こ と が で き る 。 本 発 明 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 は 成 分 が 明 確 で あ り  
、 構 成 が シ ン プ ル で あ り 、 血 中 脂 質 を 下 げ る 効 果 が 適 確 で あ り 、 か つ 安 全 で 副 作 用 が な く  
、 高 脂 血 症 の 臨 床 治 療 に 広 く 応 用 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 理 解 の 助 け と な る よ う 、 以 下 に お い て 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 例 １ ： 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 注 射 液
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 １ ０ ０ ｇ 、 ビ タ ミ ン Ｃ   ３ ｇ 、 亜 硫 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム １ ｇ 、 グ ル コ ン 酸 マ  
ン ガ ン ０ ． ０ ３ ｇ 、 適 量 の 注 射 用 水 を 、 以 下 の 方 法 で 調 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ １ ） 各 原 料 を 秤 量 し た 。
　 （ ２ ） 注 射 用 水 を 準 備 し 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 亜 硫 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 ビ タ ミ ン Ｃ 及 び グ ル  
コ ン 酸 マ ン ガ ン を 順 に 加 え 、 撹 拌 し て 十 分 に 溶 解 さ せ 、 ｐ Ｈ を ３ ． ５ に 制 御 し 、 ２ ０ ０ ０  
ｍ Ｌ に 定 容 し 、 活 性 炭 を 加 え 、 ２ ０ ～ ４ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 に 活 性 炭 を 濾 過 に よ り 除 去 し 、  
さ ら に ０ ． ２ ２ ｕ ｍ の 親 水 性 微 孔 濾 過 膜 で 濾 液 が 清 澄 に な る ま で 精 密 濾 過 し 、 １ ０ ０ ０ 本  
を 無 菌 充 填 し て 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 注 射 液 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 施 例 ２ ： 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 凍 結 乾 燥 粉 末 注 射 剤
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 １ ０ ０ ｇ 、 ビ タ ミ ン Ｃ   ４ ｇ 、 亜 硫 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム ２ ｇ 、 グ ル コ ン 酸 マ  
ン ガ ン ０ ． ０ ５ ｇ 、 マ ン ニ ト ー ル ８ ０ ｇ 、 適 量 の 注 射 用 水 を 、 以 下 の 方 法 で 調 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ １ ） 各 原 料 を 秤 量 し た 。
　 （ ２ ） 注 射 用 水 を 準 備 し 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 亜 硫 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 マ ン ニ ト ー ル 、 ビ タ  
ミ ン Ｃ 及 び グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン を 順 に 加 え 、 撹 拌 し て 十 分 に 溶 解 さ せ 、 ｐ Ｈ を ４ に 制 御 し  
、 ２ ０ ０ ０ ｍ Ｌ に 定 容 し 、 活 性 炭 を 加 え 、 ２ ０ ～ ４ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 に 活 性 炭 を 濾 過 に よ  
り 除 去 し 、 さ ら に ０ ． ２ ２ ｕ ｍ の 親 水 性 微 孔 濾 過 膜 で 濾 液 が 清 澄 に な る ま で 精 密 濾 過 し 、  
１ ０ ０ ０ 本 を 無 菌 充 填 し 、 凍 結 乾 燥 し て 、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 凍 結 乾 燥 粉 末 注 射 剤  
を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 例 ３ ： 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 錠 剤
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 １ ０ ０ ｇ 、 ビ タ ミ ン Ｃ   ３ ｇ 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン ０ ． ０ ３ ｇ 、 微 結 晶 セ  
ル ロ ー ス ３ ６ ４ ｇ 、 ク ロ ス カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム ３ ０ ｇ 、 ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ３  
ｇ 、 適 量 の エ タ ノ ー ル を 、 以 下 の 方 法 で 調 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ １ ） 各 原 料 を 秤 量 し た 。
　 （ ２ ） ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 微 結 晶 セ ル ロ ー ス 、 ク ロ ス カ  
ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム を ８ ０ メ ッ シ ュ の 篩 に か け た 後 、 均 一 に 混 合 し 、 適 量 の エ タ ノ ー ル  
を 用 い て 軟 質 材 料 を 調 製 し 、 １ ４ メ ッ シ ュ の 篩 に か け て 造 粒 し た 後 に 乾 燥 さ せ 、 １ ２ メ ッ  
シ ュ の 篩 に か け て 整 粒 し 、 ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム を 加 え た 後 に 均 一 に 混 合 し 打 錠 し て  
、 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 錠 剤 １ ０ ０ ０ 錠 を 調 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 効 果 例 １ ： 本 発 明 の 高 脂 血 症 を 治 療 す る た め の 薬 物 組 成 物 の 脂 質 低 減 効 果
　 １ ． １ 実 験 薬 物
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　 以 上 の 薬 物 は 、 い ず れ も 実 施 例 １ の 方 法 に 従 っ て 調 製 し 注 射 液 又 は 乳 濁 液 に し た も の で  
あ り 、 活 性 薬 物 の 総 濃 度 は い ず れ も ０ ． ５ ３ ％ に 調 整 し 、 乳 濁 液 は 使 用 前 に 均 一 に 混 合 し  
た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ． ２ 実 験 動 物
　 体 重 １ ８ ～ ２ ０ ｇ の 雄 の 昆 明 種 マ ウ ス ２ １ ０ 匹 を 、 １ ｄ 適 応 飼 育 し た 後 、 無 作 為 に 各 群  
１ ０ 匹 の ２ １ 群 に 分 け 、 そ れ ぞ れ を 正 常 群 、 モ デ ル 群 、 ブ ラ ン ク 群 及 び 薬 物 １ ～ １ ８ 群 と  
す る と と も に 、 実 験 １ 日 目 と し て 記 録 し た 。 こ こ で 、 正 常 群 に は 一 般 的 な 飼 料 を 与 え 、 モ  
デ ル 群 、 ブ ラ ン ク 群 及 び 薬 物 １ ～ １ ８ 群 の マ ウ ス に は 、 い ず れ も 高 脂 肪 飼 料 を 与 え た 。 前  
記 一 般 的 な 飼 料 の 配 合 は 、 ト ウ モ ロ コ シ 粉 ６ ０ ％ 、 ふ す ま ３ ５ ％ 、 小 麦 粉 ２ ％ 、 魚 粉 １ ．  
５ ％ 、 食 塩 １ ％ 、 魚 の 肝 油 ０ ． ５ ％ で あ り 、 前 記 高 脂 肪 飼 料 の 配 合 は 、 コ レ ス テ ロ ー ル ２  
％ 、 コ ー ル 酸 ナ ト リ ウ ム ０ ． ５ ％ 、 ラ ー ド ７ ． ５ ％ 、 一 般 的 な 飼 料 ９ ０ ％ で あ り 、 全 て の  
マ ウ ス に 水 を 自 由 に 摂 取 さ せ た 。 各 群 の マ ウ ス に 、 対 応 す る 実 験 薬 物 を １ 日 ２ 回 、 毎 回 ２  
０ ０ μ Ｌ を 尾 静 脈 注 射 し 、 正 常 群 と ブ ラ ン ク 群 に は 等 量 の 注 射 用 水 を 尾 静 脈 注 射 し た 。 給  
餌 を ４ 週 間 継 続 し 、 ６ 日 目 、 １ ３ 日 目 、 ２ ０ 日 目 及 び ２ ７ 日 目 に 、 水 の 摂 取 を 禁 止 し て ８  
ｈ 後 に 重 量 を 測 定 し た 。 実 験 の ２ ８ 日 目 に 、 最 終 投 与 の ２ ｈ 後 に マ ウ ス の 眼 窩 か ら 採 血 し  
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、 Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ 法 を 用 い て 血 清 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ グ リ セ リ ド 及 び 高 比 重 リ ポ タ ン パ ク  
の 含 有 量 を 測 定 し 、 マ ウ ス の 頸 部 を 切 断 し て 屠 殺 し た 後 に 肝 臓 全 体 を 取 り 出 し 、 ０ ～ ４ ℃  
の 生 理 食 塩 水 で 肝 臓 を 洗 浄 し 、 濾 紙 で 吸 水 し 乾 燥 さ せ た 後 に 重 量 を 測 定 し 、 肝 臓 指 数 を 計  
算 し た 。 具 体 的 な 実 験 結 果 を 表 １ ～ ２ に 示 す 。 こ こ で 、
　 肝 臓 指 数 ＝ 肝 臓 湿 重 量 ／ 体 重 ＊ １ ０ ０ 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ ． ３ 実 験 結 果
　 統 計 ソ フ ト ウ ェ ア Ｓ Ｐ Ｓ Ｓ の 多 因 子 分 散 分 析 モ ジ ュ ー ル を 応 用 し て デ ー タ 分 析 を 行 っ た  
。 Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ は 差 異 が 統 計 学 的 に 有 意 で あ る こ と を 示 し 、 Ｐ ＜ ０ ． ０ １ は 差 異 が 有 意 差  
で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
表 １   本 発 明 の 薬 物 組 成 物 が 高 脂 肪 食 マ ウ ス の 体 重 に 与 え る 影 響
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ブ ラ ン ク 群 と の 比 較 ： △ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ 。
【 ０ ０ ４ １ 】
表 ２   本 発 明 の 薬 物 組 成 物 が 高 脂 肪 食 マ ウ ス の 肝 臓 指 数 及 び 血 中 脂 質 に 与 え る 影 響
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ブ ラ ン ク 群 と の 比 較 ： △ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ， △ △ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ １ 。 モ デ ル 群 と の 比 較 ： ＊ ，  
Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ， ＊ ＊ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ １ 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 表 １ ～ ２ の 実 験 結 果 に よ り 、 モ デ ル 群 の マ ウ ス は 高 脂 肪 食 に よ り 、 一 般 的 な 飼 料 を 与 え  
た ブ ラ ン ク 群 の マ ウ ス に 比 べ て 体 重 、 肝 臓 湿 重 量 、 肝 臓 指 数 、 血 清 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト  
リ グ リ セ リ ド の レ ベ ル が い ず れ も 顕 著 に 高 く な り 、 高 比 重 リ ポ タ ン パ ク の 含 有 量 が 顕 著 に  
低 下 し て お り 、 高 脂 血 症 モ デ ル の モ デ ル 化 が 成 功 し た こ と が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 及 び ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン 及 び ／ 又 は 微 量 元 素 と の 薬 物 の 組 み 合 わ せ  
は 、 い ず れ も 高 脂 肪 食 に よ る マ ウ ス の 体 重 や 肝 臓 重 量 の 増 加 を 抑 制 し 、 血 清 総 コ レ ス テ ロ  
ー ル や ト リ グ リ セ リ ド の レ ベ ル を 低 下 さ せ る 一 定 の 効 果 を 示 し 、 且 つ 高 比 重 リ ポ タ ン パ ク  
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の 含 有 量 を 顕 著 に 向 上 さ せ る 効 果 を 示 し 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 及 び ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン 及  
び ／ 又 は 微 量 元 素 と の 組 み 合 わ せ は 、 い ず れ も 一 定 の 血 中 脂 質 低 減 効 果 を 有 し 、 し か も ク  
ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン 及 び ／ 又 は 微 量 元 素 と の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る 効 果 は 、 一 般 的 に 単  
独 の ク ロ ロ ゲ ン 酸 よ り も 優 れ て お り 、 こ れ は ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン 及 び ／ 又 は 微 量 元 素  
と の 組 み 合 わ せ が 、 明 ら か に よ り 優 れ た 血 中 脂 質 低 減 効 果 を 有 す る こ と を 示 し て い る 。 し  
か し 、 実 験 結 果 は 同 時 に 、 薬 物 活 性 成 分 の 種 類 が 多 け れ ば 多 い ほ ど 、 対 応 す る 薬 物 組 み 合  
わ せ の 血 中 脂 質 低 減 効 果 が 高 く な る わ け で は な い こ と を 示 し て お り 、 そ の 原 因 に は 、 活 性  
物 質 の 水 溶 性 の 影 響 、 活 性 物 質 間 の 相 互 作 用 に よ る 様 々 な 影 響 、 及 び 活 性 物 質 の 種 類 の 増  
加 に 伴 う 単 一 活 性 物 質 の 薬 物 濃 度 の 低 下 等 が 含 ま れ る 。 大 量 の ス ク リ ー ニ ン グ 実 験 に よ り  
、 投 与 薬 物 の 濃 度 が 同 じ 場 合 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｃ や グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン と の 組 み  
合 わ せ は 、 他 の 薬 物 の 組 み 合 わ せ に 対 し て 、 顕 著 に 優 れ た 血 中 脂 質 低 減 効 果 を 有 す る こ と  
が 示 さ れ た （ 注 ： 上 記 の ク ロ ロ ゲ ン 酸 、 及 び ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン 及 び ／ 又 は 微 量 元 素  
の 薬 物 組 み 合 わ せ の 血 中 脂 質 低 減 効 果 は 例 示 的 に 示 し た も の に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の ク ロ ロ ゲ  
ン 酸 、 及 び ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン 及 び ／ 又 は 微 量 元 素 の 薬 物 組 み 合 わ せ を ス ク リ ー ニ ン  
グ す る た め の 完 全 な 実 験 プ ロ セ ス で は な い ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 効 果 例 ２ ： ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｃ 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン の 割 合 が 薬 物 組 成 物 の 脂 質  
低 減 効 果 に 与 え る 影 響
　 ２ ． １ 実 験 薬 物

【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ２ ． ２ ． 実 験 方 法
　 実 施 例 １ の 方 法 に 従 っ て 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｃ 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン の 様 々 な 割  
合 の 組 み 合 わ せ が 、 マ ウ ス の 体 重 、 肝 臓 湿 重 量 、 肝 臓 指 数 、 血 清 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ  
グ リ セ リ ド 及 び 高 比 重 リ ポ タ ン パ ク の 含 有 量 に 与 え る 影 響 を 測 定 し た 。 具 体 的 な 実 験 結 果  
を 表 ３ ～ ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
表 ３   ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｃ 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン の 組 み 合 わ せ が 高 脂 肪 食 マ ウ ス の  
体 重 に 与 え る 影 響
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ブ ラ ン ク 群 と の 比 較 ： △ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ， △ △ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ １ 。 モ デ ル 群 と の 比 較 ： ＊ ，  
Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
表 ４   ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｃ 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン の 組 み 合 わ せ が 高 脂 肪 食 マ ウ ス の  
肝 臓 指 数 及 び 血 中 脂 質 に 与 え る 影 響
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ブ ラ ン ク 群 と の 比 較 ： △ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ， △ △ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ １ 。 モ デ ル 群 と の 比 較 ： ＊ ，  
Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ， ＊ ＊ ， Ｐ ＜ ０ ． ０ １ 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 表 ３ ～ ４ の 実 験 結 果 に よ り 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｃ 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン の 配 合 比  
率 は 、 そ の 血 中 脂 質 低 減 効 果 に 対 し て 明 ら か な 影 響 を 及 ぼ し 、 ビ タ ミ ン Ｃ と グ ル コ ン 酸 マ  
ン ガ ン の 比 率 の 低 下 に 伴 っ て 、 薬 物 組 み 合 わ せ の 血 中 脂 質 低 減 効 果 が 徐 々 に 強 化 さ れ る こ  
と が 示 さ れ た が 、 こ こ で 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 ： ビ タ ミ ン Ｃ ： グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン ＝ １ ０ ０ ： ３  
： ０ ． ０ ３ に 対 応 す る 組 み 合 わ せ が 最 適 な 血 中 脂 質 低 減 効 果 を 示 し 、 ビ タ ミ ン Ｃ と グ ル コ  
ン 酸 マ ン ガ ン の 比 率 が さ ら に 低 下 す る に 従 い 、 対 応 す る 組 み 合 わ せ の 血 中 脂 質 低 減 効 果 が  
徐 々 に 低 下 し た （ 注 ： 上 記 の ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｃ 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン の 割 合 は 例  
示 的 に 示 し た も の に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の ク ロ ロ ゲ ン 酸 と ビ タ ミ ン Ｃ 、 グ ル コ ン 酸 マ ン ガ ン の  
割 合 を ス ク リ ー ニ ン グ す る た め の 完 全 な 実 験 プ ロ セ ス で は な い ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の  
で は な い 。 当 業 者 は 、 本 発 明 の 範 囲 及 び 精 神 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 こ こ に 開 示 さ れ た 実  
施 形 態 に 対 し て 改 良 及 び 変 形 を 加 え る こ と が で き る 。
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